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ひきこもり支援体制の構築について（提言） 

 

益田市議会では、福祉環境委員会にて、８０５０問題についての議員間討議を８回に渡

り実施し、意見の取りまとめを行った。 

８０５０問題とは、８０代の高齢の親が５０代のひきこもりの子どもと一緒に暮らし、

経済面を含め支援している状態のことをいい、ひきこもり者及びその家族は、誰にも相談

できずに、歳を重ねるごとに孤立し長期化する傾向にある。 

県のひきこもり実態調査等からも、ひきこもり者は、４０代以上の方が全体の半数以上

を占め、市町村への相談件数も増加傾向にある。住民に身近な存在である市には、相談で

きる体制づくりと本人及びその家族への支援が求められるところである。 

ついては、市にひきこもり支援総合相談窓口を設置し、ひきこもり相談者に寄り添った

支援体制づくりが行われるよう以下のとおり提言する。 

 

記 

 

１ 縦割りでない庁内を横断したひきこもり支援総合窓口を設置されたい。また、ひきこ

もり相談者の年代や状況に応じた支援のため、既に設置されている島根県立心と体の相

談センター、益田市子ども・若者支援センター、地域包括支援センター、児童相談所等

の専門窓口とこれまで以上に連携した体制を構築されたい。 

 

２ ひきこもり相談者の自主性を尊重し、無理をしないで気軽に訪れることが可能な一人

一人にあった居場所づくりとその段階に応じた丁寧な支援を行い、家族に対してもサポ

ートを実施されたい。 

 

３ ひきこもり支援体制の運営にあたっては、専門的なスキル・ノウハウが必要である。

専門的な資格を有する職員を配置するとともに、研修体制を充実し人材育成を図られた

い。 

 


